
 

                                            

     こども感染症情報 週報第840号 

☆ 管内の主な感染症の流行状況 ☆ 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾患名 （参考）秋田県の状況　

発生人数（前週人数） 前週との比較 第21週(5/24～5/30) 

感 染 性 胃 腸 炎  10（ 15） ＜全県の発生状況＞

Ｒ Ｓ ウ イ ル ス   5（  5）
１位：RSウイルス感染症
（全県で前週より7%減少）

溶 連 菌 咽 頭 炎   5（  1）
２位：感染性胃腸炎
（全県で前週より8%減少）

突 発 性 発 疹   3（  3）
３位：溶連菌咽頭炎
（全県で前週より12%減少）

川 﨑 病   0（  1）
４位：突発性発しん
５位：水痘

県内　警報・注意報

注意報:水痘（能代保健所管内）

管内状況第22週(5/31～6/6) 
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発行：平鹿地域振興局福祉環境部 
℡32-4005  FAX32-3389 
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こちらからもご覧になれますhttp://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/hira-fuku 

 

※「管内状況」は横手保健所管内の５小児科定点による）

※「秋田県の状況」は秋田県感染症情報センターによる 
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ＲＳウイルス 

季節外れの流行が横手にも？！ 

例年、秋から冬にかけて多くみられていたＲＳウイルスですが、全国的に今年

は１月から発生がみられ、秋田県内でも３月下旬から急増しています。 

県内では秋田市と由利本荘保健所管内が多いのですが、横手でも先月中旬

から発生が続いてるので、今一度感染対策に注意しましょう。 

ＲＳウイルスは発熱や咳・鼻汁などの症状が出ますが、１歳

未満の乳児では中耳炎の合併や、肺炎・気管支炎へと進行

することも多く、入院が必要な場合もあります。 

何回も感染しますが、感染を繰り返すに従って、症状が軽

くなる傾向がありますので、軽い風邪で済むようになります。 

感染経路は、飛沫感染、接触感染なので、こまめな手洗い、

周りの大人がマスクの着用を徹底するなど、ウイルスから子ど

もを守りましょう。 

http://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/hira-fuku

